
児童生徒性暴力等の防止等に関する理解を深めるための手法の開発に関する研究

-教職課程大学生の倫理観および行動コントロール力向上のための
CBTを活用した教育プログラムの開発と実践-

熊本大学は文部科学省より委託を受けて、文部科学省 令和４年度『教師の養成・採
用・研修の一体的改革推進事業』のうち「児童生徒性暴力等の防止等に関する理解を深め
るための手法の開発に関する研究」を行いました。

https://www.educ.kumamot
o-u.ac.jp/report/202301/

事業報告ウェブサイト（熊本大
学サイト）

本調査研究では、教職員等の児童生
徒性暴力等の防止に関わる全国の教職
課程を設置する大学（教職課程認定大
学）および教育委員会の取り組みの実
態を、Webアンケートによる調査の実施
と結果の分析を行い（研究①）、さら
に、教職課程を履修する学生の理解促
進のために教職課程認定大学において
行われている児童生徒性暴力等の防止
等に資する取り組みを実践し、その分
析を行うことで（研究②）、教職員等
の児童生徒性暴力等の防止に係る教職
課程認定大学における取り組みを促進
することを目的としました（図1 調査
研究の構成参照）。

図1 調査研究の構成

研究 ①
全国の国公立教職課程認定大学140大学、都道

府県教育委員会および政令指定都市教育委員会
67委員会にアンケートを依頼し、52大学（回収
率37.1%）、46教育委員会（回収率68.7％）から
回答が得られました。教職課程認定大学の授業
の中で、教職員等の児童生徒性暴力等の防止に
関する取り組みを行っているのは約半数の29大
学（55.8％）で、授業外では10大学（19.2％）
が実施していました。

研究 ②
教職課程を履修する学生245名を対象に、2

回の授業枠で、教職員等の児童生徒性暴力等
の防止のための意識向上をねらいとして開発
した教育プログラムを実施しました。教育プ
ログラムには、本研究で作成した、事前学習
教材としてのオンデマンド形式のICT教材も含
まれました。

本教育プログラムを受講する前後で、
「チームワークで取り組む意識」が増大し、
問題が生じたときに対応を後回しにする態度
を意味する「回避的援助要請スタイル」が減
少しました。
➡教育プログラムによる意識向上の効果が

一定程度確認されました。

※CBT（Cognitive Behavioral Therapy）：心理療法の一種である認知行動療法を指す。

※
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図4 事前学習用ICT教材のスライド例

図2・3に、児童生徒性暴力等の防止
に関する学生を対象とした教職認定大
学の実践の実態と、教育委員会の教職
認定大学との連携の実態を示していま
す。

図2 教職認定大学の学生を対象にした実践の実際

図3 児童生徒性暴力等の防止に関する教育委員会の
教職認定大学との連携の有無

児童生徒性暴力等の防止等に資する
取り組みを行う上で必要だと考えるこ
とは以下のものが複数の大学で挙げら
れました。
・カリキュラム内での明確な位置づけ
・学部講師の確保と予算の確保
・人権意識・人権尊重の教育
・実践的で使い勝手のよい資料や教材

アンケート調査において児童生徒
性暴力の防止のための先駆的な取り
組みを行っている教職課程認定大学
および教育委員会のうち、4大学およ
び13教育委員会からインタビューで
具体的な実践を聞き取りました。

研究②では、事前学習用ICT教材
（図4）による事前学習を踏まえ実施
した教育プログラムでは、受講者の肯
定的な変化が認められたほか、教育プ
ログラムそのものと、児童生徒性暴力
等を教育プログラムの中で扱うことに
も概して肯定的な評価が得られました
（図5）。

この演習授業は参加する価値があったか。

図5 教育プログラムの評価

事前学習用ICT教材の

動画サイト（YouTubeのリンク）

https://youtu.be/_TJ6zn_bWRw

https://youtu.be/_TJ6zn_bWRw

	スライド番号 1
	スライド番号 2

